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茅 ケ崎 の別荘 史

(1)別荘地の成立過程と変遷

川 崎 衿 子
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ErikoKawasaki

1は じめ に

西洋社会の影響を受けたリゾー トがわが国

に成立 してい く過程は、鉄道 を主軸 とした交

通網の発達 に大 きな影響を受けている。1872

(明治5)年 の東海道線の営業開始 に始 まり、

1887(明 治20)年 には横浜 ・国府津問が開

通、やがて1889(明 治22)東 京 ・神戸 間が

全通 し、並行 して他の交通機関の整備が進む

と、それまで都市近郊 にとどまっていた別荘

地は鉄道沿線の各地に拡大 した。避暑避寒や

温泉保養、海浜保養 を目的に外国人、政府高

官などの上層階級、文人らの知識階級が集 ま

る別荘地が多数出現 し、それに伴い リゾー ト

生活の規範がつ くられていった。それらの発

展史および別荘地類型、社会的背景について

は安島、十代田らによる研究が詳 しい1)。

1898(明 治31)年6月 に茅 ヶ崎駅が開設 さ

れた。開設前々年の1896(明 治29)年 には、

外科医 ・須田経哲が茅ヶ崎駅近 くに別荘 を建

て、さらに続 いて歌舞伎俳優の市川団十郎が

小和 田地区(現 在平和町)に 壮大な別荘 を建

設 した。駅完成後は、宮内省、内務省などの

高級官僚、政治家、軍人、学者などが現在の

中海岸、東海岸方面に別荘 を構 えるようにな

った。以後明治末には既に200棟 を越す別荘

があったといわれる2)。

一方、後に戦前の最盛期には東洋一の設備

をもつまでに発展 した結核専門病院 ・南湖院

が駅開設の翌年に開院した。南湖院の経営は

都会の上層階級の患者を優i待したことか ら、

南湖周辺には、いわゆる文化人、富裕人が集

まった。そしてこの存在は茅ヶ崎を単 なる別

荘地としてだけではな く療養地 としての性格

を広 く印象づけることにもなった。

これ らの動向は、人ロ6000人 余であった

旧来の農漁村 ・茅ヶ崎の社会経済に多様 な変

化 をもたらした。その後 も関東大震災、第二

次世界大戦の影響を受け、茅ヶ崎の別荘の様

相は著 しい変貌 を遂げてい く。

本研究では茅ヶ崎の別荘地の開発過程とそ

の特性 を明 らか にしつつ、明治 ・大正 ・昭

和 ・平成にいたるまでの別荘の歴史的変遷を

事例的に捉え考察を試みた。

正 別荘地の成立 と発展 ・・変貌

1茅 ヶ崎駅の開業と別荘誘致

横浜 ・国府津間が開通 した時点での駅設置

条件は東海道線の旧宿場 ごととされたため、

藤沢 ・平塚間には駅がなかった。茅ヶ崎市史

によれば、村 に停車場 を求める運動は、国府
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津 までの鉄道開通直後か ら始め られ、1895

(明治28)年 には周辺の村会有力者の連署で

厂鉄道停車場設置願」が鉄道局長宛に提 出さ

れている。中央管轄省庁 にとって茅ヶ崎は未

開の地であ り、当初は停車場設置 に消極的で

あった といわれるが、1896(明 治29)年 に

歌舞伎俳優 ・九代 目市川団十郎 が小和 田に

6000坪 の別荘用地 を購入 し、翌年 には贅 を

凝 らした別荘 ・孤松庵 を建築 したことによっ

て茅ヶ崎の名は有名にな り、それが駅誘致 に

役立ったとされる。

1894(明 治27)年 、30歳 で茅 ヶ崎村長 に

就任 し、1919(大 正8)年 に町長の職 を去 る

までの25年 間を首長 として在任 した伊藤里

之助は、村政基盤を固めるため、駅開設前後

から別荘誘致に積極的に関わっていった。例

えば内務官僚 ・清浦奎吾(1850～1942)3)に

対 しては高砂の官有地を村 として払い下げた

上で、清浦へ 「無代価譲渡」することを村議

会は決議 している4)。 また同じく内務官僚 ・

土方久元(1833～1918)5)に は別荘地購入 を

村長 として斡旋 し6)、同 じく花房義質(1842

～1917)7)も 別荘地の選定 ・購入を伊藤 に委

任 している8)。また、山崎直胤(1853～1918)
9)は 自身の別荘の間取 り

、職人手配、幽竣工

後の引 っ越 しの段取 りなどを村長宛に依頼

し、尚かつ知人の貸別荘斡旋をも願い出てい

る10)。彼 ら4人 の政府要人の別荘 は中海岸の

駅寄 りに互いに隣…接 して1897(明 治30)年

に建てられた。

これらをは じめ として明治30年 代 か ら40

年代には同じく政府要人、知名人や学者たち

の別荘が相次いで建設 された。それらの別荘

地についても伊藤村長は買い入れの便宜をは

かったと同時に、彼ら別荘人の力を村政に生

かすことも怠 らなかった。

開発が進むにつれ道路改修の必要 もでてき

た。対象 となる道路 を日常的に使用する別荘

所有者が、その改修費用の不足分を負担する

という交渉が伊藤村長のもとで進んだ。1908

(明治41)年8月 には進経太(石 川島造船所

取締役)、 瀬脇寿雅(父 は幕末の蘭学者 ・瀬

脇節蔵)、 広田精一(工 学博士、電気学校 ・

後の東京電機大学の創立者)の3名 が発起人

となって別荘居住者20名 の寄付 を集 め、総

額150円 を村 に納めている11)。

別荘地の実質的な開発 を目的にしたばか り

ではなく、伊藤村長は別荘人を講師に、或い

は別荘人の力を借 りて中央の名士を招 き、講

演会 を開催するなど、別荘 を軸とした地域の

文化振興策にも熱心であった。

伊藤村長 と村会は別荘人と協力関係 を保ち

なが ら明治40年 代 以降、別荘地は中海岸か

ら東海岸、菱沼 ・小和田地区へ と発展、その

範囲を広げていった。

1908(明 治41)年10月 、茅 ヶ崎村 ・鶴嶺

村 ・松林村は合併 して茅 ヶ崎町が誕生 した。

1911(明 治44)年 には茅 ヶ崎電燈株式会社

が設立 された。この時の電力供給 についても

前出の別荘人 ・広田精一は指導力を発揮 して

いる12)。その後、町の電灯普及が著 しく進展

した。

1917(大 正6)、 現在茅ヶ崎 ・橋本間を結

ぶJR相 模線 の前 身 ・相模鉄道株式会社が設

立 された。社長には、衆議院議員で憲政会の

領袖 といわれ大 日本 自転車社長でもあった岡

崎久次郎が就任 した。彼 もまた中海岸地区に

大規模別荘 を構えていた別荘人であった。相

模鉄道が実際に運行 されたのは1921(大 正

10)年 の茅 ヶ崎 ・寒川間が最初であったが、

その後関東大震災 をはさんで1926(大 正15)

年 には厚木 までの開通を果たす ことがで き

た。その時点での乗客数は10余 万人、 さら

に厚木に小田原急行が接続 した1927(昭 和2)

年 には乗客数 は30余 万人 と増加 した。1931

(昭和6)年 には茅 ヶ崎 ・橋本間が全面開通

し、相模鉄道では海水浴場に直営の海の家を

開設するなど乗客誘致に努めた。
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この ような茅ヶ崎町の発展を背景に大正後

期から土地開発 は広域化、組織化され別荘地

分譲にも新 しい動きがでてきた。地元 ・秋本

商事部が駅 よりの雲雀 ヶ岡(現 ひば りが丘)

の住宅兼別荘地開発 を企画し、その地鎮祭が

1921(大 正10)年 に挙行 された。その際、

会社は水越良介町長(1920年9月 より1921年

10月 まで在任)宛 に招待状 をしたためてい

る13)。少 し時代は下がるが、震災後、小和田

地区には完成時には25戸 となる鶴が浜貸別

荘が開発 され、その祝賀会の様子が 『横浜貿

易新報』掲載されている14)。この他にも農家

を貸別荘 にするなど、個人的な貸別荘の例は

海水浴客の増加 とともに多かったであろうと

思われる。

震災直前頃には、従前からの大規模別荘 と

中 ・小規模別荘が入 り組んで併存する光景が

生まれていった。

やがて1923(大 正12)年9月 に起こった関

東大震災は、穏やかな別荘地に大 きな変革を

もたらした。

2関 東大震災が別荘地に与えた影響

関東大震災は当地に未曾有の損害 をあたえ

た。住 宅3426戸 の うち3319戸 が全半壊 し、

町営建築物 も壊滅、交通網 も寸断 された。別

荘 も例外ではな く市史によれば皇族 ・華族 ・

名士 の大規模別荘 の24戸 が全半壊 したこと

が記 されている15)。この結果、別荘滞在者は

減少 した。別荘滞在者 の人口統計か らみ る

と、1917(大 正6)年 には男女合わせて1266

名(外 国人を除 く)で あったものが、1927

(昭和2)年 には同じく1045名 となっている。

しか し再建 された別荘 も多 く、前出の罹災別

荘24戸 の中、約半数の再建が確認 されてい

る。一方、中 ・小規模別荘についての損害状

況は明 らかではないが、震災を機会に当地 を

引き上げた人は少なかったであろうといわれ

ているQ

その時期をはさんで、確認 されている主な

別荘分布は[図1]に み られる通 りである。

図は 「茅ヶ崎の文化財を守 る会」世話人代

表 ・岡崎周氏、および川添隆行氏の調査記録、

講演記録 をもとに、本研究の調査を加えて筆

者が作成 したものである。

首都県全域の復旧が進むにつれて、茅ヶ崎

は首都圏勤務者の住宅地 としての人気が高ま

り、新たな住宅用地 ・別荘用地 として土地の

売買が増加 した。

昭和10年 代初めの高砂地域にお ける地所

の区画分譲広告によると、一区画の最小規模

177坪 から最大740坪 、大方300坪 前後の32区

画が造成 され分譲住宅地として売 りに出され

ている16)。その広告文には 「… 海岸を離

れること僅かに四百米の乾燥地一帯の松林に

して、付近名士の別荘多 し」 とうたわれてお

り、別荘地 としての茅ヶ崎の醸 し出す雰囲気

が、分譲地売 り出 しの好条件になっているこ

とがうかがえる。

また神奈川県 も周辺市町村 と調整 を計 った

上、道路網整備に乗 り出し、海岸沿いの県有

地の宅地化 に着手 した。1935(昭 和10)年

度には小和田海岸地区の区画整理を行い公的

機関による宅地化が本格的に進展 した。

3茅 ヶ崎海岸と海水浴

地域振興の活性化 を図る上で、海水浴場の

整備は重要な施策であった。

もともと海水浴の習慣の無かったわが国に

おいて、海水浴が浸透してい くには二つの経

路があるといわれる。一つは西洋で行われて

いた医療行為 ・治療行為が軍や学校で採用 さ

れたことである。海水浴は皮膚 を鍛えて風邪

に強い体 をつ くり、貧血病、腺病、胃腸炎、

神経病に効果があるとされたことか ら、西洋

の公衆衛生学を踏まえた初代軍医総監 ・松本

順(良 順)や 初代内務省衛生局長 ・長与専斉
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らが先駆者 となって海水浴場 を開設 した。

1885(明 治18)年 に開設 された大磯iの照ヶ

埼海水浴場は松本の指導であ り、 また同じ頃

開設 された鎌倉海水浴場は長与の指導による

ものである。

他方、横浜 を中心に居留地に住んだ外 国人

が根岸や本牧の海岸で海水浴を行い、西洋風

俗 として鮮烈な印象与えたことも海水浴浸透

の大 きな要素 となった。

1887隔(明 治20)年 大磯i駅が設置 され た。

都会を離れた転地療養、海水浴療法の効能を

得るには1,2ヵ 月の長期滞在が推奨 され、そ

のための旅館 も建 ちはじめた。温暖な気候は

海水浴ばか りではなく、避暑避寒にも適 して

いたことか ら政財界 の有力者が別荘 を構え、

以来大磯 は高級海浜保養地として評判を高め

ることとなった。

大磯 に約10年 遅れて駅が開設 された茅ヶ

崎では、その前後から日帰 りの海水浴客が訪

れはじめていた。海岸近 くにはい くつかの旅

店が安直な宿を経営 し、海水用具や水着の貸

与を始め、地引 き網などの実際を見せて集客

を試みた。大磯 ・平塚 ・鵠沼などの海水浴場

と比べると、茅 ヶ崎は気軽 に利用できる庶民

性が好 まれたようである。

1899(明 治32)年 、旅館 ・茅ヶ崎館が開業

した。後年著名人の常宿 として有名 ともなっ

たが、当初は水着姿で海岸にで られる良好な

海水浴客向けの旅館であった。 さらに民家の

中には避暑客のために間貸 しをするものも出

現 した。大正期 になると海水浴客の数は増加

し、その様子は'「各別荘は勿論貸別荘 ・貸間

は悉 く塞が り、昼の海岸夜の市中は到る処な

かなか賑わいつつあ り … 」17)と 報 じら

れている。

1914(大 正3)年 には、『横浜貿易新 報』

が募集 した 厂県下避暑12勝 新撰」で茅 ヶ崎

は10位 に入 り、折 からの大戦景気の経済好

況 と相 まって海水浴場は活況を呈 した。

翌年には町主導により道路の改修、更衣所、

物品販売所、休憩所、船遊び、大弓場 などが

整えられ、衛生上の取 り締 まりも強化 されて

海岸の賑わいは以前にも増 した。

昭和期にはいると町営海水浴場の規模は拡

大 し、また相模鉄道 も参入して海の家の営業

を手がけるようになった。

しか し、その後の戦局の悪化は海水浴客を

激減 させ、海岸一帯は急速にさびれていった。

海岸 が再び賑 わい を取 り戻す には戦後の10

年を経なければならなかった。

皿 事例にみる別荘の変遷史

先 に述べ たとお り実質的に明治30年 代か

ら始 まった別荘地 ・茅ヶ崎の歴史は百余年の

歳月の中で幾多の変節を経ながら、い まもな

お著 しい変貌の渦中にある。

しか しなが ら別荘地として発展 してきた茅

ヶ崎が、その後 どのような経緯 をた どって今

日の ような町へ と変貌を遂げたのか、それを

知る人々は近年減少の一途をた どっている。
'
その薄れゆ く記憶が継承されている今の時代

において、これらを記録として残 し、後世 に

伝 えることは意義深いことと考 え、本研究の

調査 を開始 した。

調査概要は以下に示すとおりである。

・調査期間:2001年9月 ～2002年9月

・調査実施協力者

湘南設計監理協会 代表 ・岸 照弘氏

まち観まち景フォーラム 代表 ・益永律子氏

茅 ヶ崎市都市整備課 ・まちづ くり担当

一級建築士 ・宮本直子氏

・調査方法:

[図1]に 示 された地図をもとに旧別荘跡地

周辺の実情 を踏査 し現状観察の上、調査対象

住宅をリス トアップした。その条件は保存状

態の比較的良好な長寿命住宅とした。

リス トア ップした対象住宅居住者 に当該住
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宅の建設年、居住歴、改修 ・建て替え歴、将

来計画などのアンケー トを依頼、郵送 した。

・調査対象住宅:112件

・返送回答数:49件 約44%

以上の回答のあった事例の中から、再調査

を依頼 し承諾を得てインタビューを行い、さ

らに詳 しい当時の別荘の使用状況などの聞き

取 りを行 った。同時に住宅の実測 を行った。

その結果、別荘が変容 していく過程は、一

様 ではないものの、敷地面積5000坪 程度以

上の大規模別荘 と、700坪 程度以下の中小規

模の別荘ではそれぞれの属性に応 じた共通性

が認め られた。その共通性をもとに別荘変容

の類型化 を試み、本報ではその一部を考察 し

た。

1明 治期の大規模別荘の宅地化

1)Ni邸(東 海岸北)

1910(明 治43)年 、Ni氏 は前所有者Is氏

より5000坪 の地所を譲 り受けた。Is氏 は維新

の頃より医学の道に学び、諸戦役に軍医 とし

て働 き、 日清戦争の論功行賞 により男爵の爵

位 を得、1897(明 治30)年 には陸軍軍医総

監になった。その後貴族院議員、子爵 と名を

立て、西洋医学の普及、軍医制度、医療制度

の整備に尽力 した人物である。

初代 当主 ・Ni氏 は法学博士で、東京帝国

大学の教授 を務めた民法、婚姻法の大家であ

った。東京 ・丸の内に法律事務所 を構え、本

宅は東京 ・小石川(現 文京区)に あった。茅

ヶ崎に別荘 を建てたのは幼少の長男が病弱で

あったことから、療養に適 した当地 ・茅 ヶ崎

を選んだと伝えられる。

Ni氏 が ここを取得 した時には、既 に明治

20年 頃、に建 てられたであろう旧居が存在 し

ていたが、入居後 しばらくして大幅な増築が

行われた。その後、長年にわた り何回かの改

修、増改築を重ねながら住みこな しをして き

たが、1990(平 成2)年 にすべてを取 り壊 し

て現住居に改められた。

旧居は茅葺 きの55,6坪 位の平屋であった。

当初浴室は母屋と離れて別棟 に置かれ、更衣

室、焚 き口場 を備 えた一棟建 てであったが、

改修とともに住宅内部に取 り込 まれていった。

Ni氏 は、週末 には旧丸 ビル内にあった事

務所から、茅 ヶ崎に来ては週末を過 ごし、休

養 をとりながらも仕事上の構想 を練 るなど、

この別荘を1944(昭 和19)年 に亡 くなる直

前 まで活用 していたという。住み込みの別荘

番夫婦が常時 ここを管理 し、建物 と家族の世

話に専念 していた。

先の大戦中に東京の本宅が空襲を受けて焼

失 し、家族は全員茅ヶ崎に移住することとな

った。初代Ni氏 逝去後の地所の相続、分割、譲

渡の詳細は明 らかではないが、土地形状から

推察 して大きな変更があったものと思われる。

鉄砲道の建設 はNi邸 の敷地 に大 きな変化

を与 えた。従来 回 り込んでいた鉄砲道がNi

邸を東西 に貫通することとなり、敷地の南北

が分断 された。道路部分は市に移管 され、北

側 も現在では部分的に他 に譲渡 されている。

現在は初代Ni氏 の孫 に当たる3代 目当主が

当家を継承 し、管理にあたっている。今 もっ

て当時の高級別荘 の雰囲気 と規模 を残すNi

家ではあるが、当主はこのままの状態を維持

で きるかについては非常 な危惧 を抱いてい

る。先祖が残 した環境を継承 したい気持ちは

充分にあ りながらも、不動産にかかる税金の

負担は重 く、 これを支払 うためには所有地の

一部の売却 もやむを得ないとしている
。

2)Hr邸(東 海岸南)

ここに別荘が建 てられたのは1911(明 治

44)年 で、初代Hr氏 が結核療養のため南湖

院を頼 り、東京 ・麹町(現 千代田区)か ら移

住 したのが、この別荘の始まりとされる。

Hr氏 は、東京 に私立電機学校(現 東京電

機大学)を 創設 し、神戸高等工業学校(現 神
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戸大学工学部)の 初代校長 を努めるなど電気

科学教育に大 きな力を注いだ。また一方、近

代化の緒についた茅ヶ崎を行政当局 とともに

先導 し、まちの発展 に尽 くし茅ヶ崎の別荘地

発展 に多 くの業績 を残 したことでも知 られ、

その先見性は今 日においても多方面で評価 さ

れている。

最初は約400坪 の敷:地に藁葺 きの一部2階

建 ての家が建 て られたが、12年 後 の1923

(大正12)年 に起 きた関東大震災で倒壊、そ

の2年 後 に倒壊家屋の廃材 を使用 して敷地内

の東 と西 に2棟 の家が再建 された。

これより先、初代 は風が吹きつける海岸の

砂 に悩 まされ、その策として周辺の別荘人達

と協力 しなが ら別荘地と海岸間の砂丘に植林

を試みていた。この試行に当たっては神奈川

県 と話 し合いがなされ、交換条件 として植林

が成功 した場合には、県は当該土地をHr氏

に払 い下げる とい う約束 を取 り交わ してい

た。失敗 を重ねながらも熱心な努力が功 を奏

し、その結果、敷地南端か ら海岸にいたるま

での広大 な土地がHr家 の もの となった。敷

地全体は約2万2千 坪(72,500㎡ 〉へ と拡大 し

た。震災後 に建てられた家は、その払い下げ

の土地の上 に建てられた。

1931(昭 和6)年 、初代が亡 くなった。ほ

どなくして、その遺言により県 より払い下げ

られた土地の大部分 は電機大学 に寄付 され

た。

1947(昭 和22)年 、電機大学はその土地

を神奈川県 に売却、県はここを宅地造成 して

県営の戸建て住宅を建て入居者 を募った。何

年かの後、規定に従い入居者に払い下げられ

て、それぞれが個人所有の民有地となった。

2代 目 ・長男一家 は外地で暮 ら していた

が、1939(昭 和14)年 に帰国 し、一時茅ヶ

崎で暮らした後、東京、平塚、川口 と転居 し

た。

戦時中、別荘は贅沢財産とみなされたこと

から、震災廃材で建てられた東西2棟 の家は、

貸家 として管理 ・運用 をした。1946(昭 和

21)年 「西の家」が明け渡 され、同時 に初代

未亡人 と2代 目 ・次男が入居 した。

1954(昭 和29>年 、西の家は火災 により

焼失 した。「東の家」 の貸家人が立ち退 き、

初代 未亡人 と2代 目 ・次男 はそちらに移住

し、ユ963(昭 和38)年 まで居住 した。

東の家は和洋折衷の独特の意匠を備えたデ

ザインであったといわれるが、1964(昭 和39)

年か らは結婚問もない3代 目 ・長男一家が東

京 より転居 し、1969(昭 和44)年 まで居住

した。その年には、焼失 した西の家の跡地に

3代 目 ・長男の家が建てられ、一家は東の家

より移 り、その後東の家は取 り壊 されて今 日

に至っている。

1961(昭 和36)年 、2代 目が亡 くなった。

遺産相続に際 しては敷地はそのまま2代 目未

亡人 とその子 ども ・3代目姉弟 の3人 の共有

名義に書 き改め られた。

1981(昭 和56)年 、敷地は著 しい変革の

時を迎 えた。土地は前出3人 の共有名義か ら

個人帰属分 を明確 に した登記変えが行 われ

た。3代 目 ・長男が引 き継いだ部分は、敷地

内 に環状 道路が設 け られ、道路 内側 の約

1000坪 が 自身の屋敷 として整備 された。道

路外周の土地は区画割 りして宅地分譲が行わ

れ、敷地の形状、形態は大 きく変化 した。

この由緒ある屋敷の姿が大 きく変わった変

節点は、1931(昭 和6)年 と1981(昭 和56)

年であろう。二つの時期 とも先代の相続問題

解決が、土地の形状を変 えるきっかけとなっ

てい る。2002(平 成14)年 現在、周辺 には

樹齢100年 を超 えるであろう楠、初代 ゆか り

の松林が残 り、自然環境 に恵まれた優良な住

宅街 を形成 している。

また、屋敷内の樹木群は茅ヶ崎市の保存樹

林指定制度の適用を受け、助成金による維持

管理が行われている。
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2現 存する昭和初期の別荘.

1)Nk邸(美 住町)

1939(昭 和14)年 竣工の木造平屋建てで、

建設当時 とほとんど変わらぬまま現存 してい

る。[図2]は 保存 されている竣工当時の平

面図を筆者がかき改めたものである。

初代当主は1889(明 治22)年 生 まれ、後

年東京 ・荏原(現 品川区)に て精密機械会社

を創立 し、軍需事業で財をなした。茅ヶ崎に

別荘 を構想 した頃、この周辺一帯は砂地で、

敷地は700～800坪 であったという。

設計は、当主の会社所在地 と同じ東京 ・荏

原 に事務所 を構 えていた渓恒次郎が行 った。

1938(昭 和13)年 より設計が開始 され、翌

年竣工 した。施工は逗子の大工 ・松井が当た

った。

住居平面は玄関脇に洋間を備えた当時の典

型的な中廊下型住宅であり、和室部分 にも随

所 に細かな技巧が凝らされている。南東 に突

き出た洋間は、外壁はモルタル リシン仕上げ

で、突 き出た二つの出隅が切 り取 られた形状

である。内壁は腰が鏡板張 り、上部は漆喰仕

上げとなっている。天井は舟形天井である。

分銅式の上げ下げ窓の位置は、建設途中で

設計変更が行われた。図面上の東面(暖 炉の

所)と 西面(引 き違い窓の所)に も同 じ上げ

下げ窓が設け られ、全部で6箇 所の窓が この

洋 間の雰囲気を作 り上げている。壁の一部に

は木蓮の花柄のステンドガラスの丸窓が嵌め

込 まれている。図面上計画 された暖炉は、避

暑 目的の別荘用途 を考 えて取 りやめ となっ

た。窓の外側 には優雅な透か しを彫 り込んだ

観音開 きの鎧戸があ り、外観か らもこの建物

の精緻な造作が感 じられる。

建設後ほどなくして大戦の影響が深まる中、

当主は非常事態 を想定 して家具などを徐々に

茅 ヶ崎に移 し疎開の準備を進めた。1945(昭

和20>年5月 、東京の本宅一帯は空襲を受け

家は焼失 した。ただちに初代夫婦 と次男(長

男は戦死)の3人 は茅 ヶ崎 に転居 した。

1946(昭 和21>年 次男は結婚 し、2世 代4

人の生活が開始 された。その後、次男夫婦 に

二人の子 どもが生まれ、6人 家族の時代を経

て、1958(昭 和33)年 には初代夫婦は伊豆

[図2]Nk邸 平 面図2002.9著 者 実測 ・作成
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に転居 し、以後茅ヶ崎では2代 目 ・次男夫婦

の親子4人 が暮 らすこととなった。

その後、成長期 を迎えた子 ども達に個室が

必要 となったため、浴室は改装されて長女 の

部屋 となり、北側東の和室(女 中室)は 長男

の個室 となった。

1960(昭 和35)年 頃、上水道が敷設 され、

それまで人研 ぎであった流 しをブリキ仕様 に

変 えた。1986,7(昭 和61,2)年 頃、台所の大

改装を行った。隣i接する納戸 と台所は一体化

され、設備 を一新 して最新のダイニ ングキ ッ

チンに改造 され、そのまま今 日まで使われて

いる。

1994(平 成6)年 、2代 目当主が亡 くな り、

現在 は未亡人が細部 にまで行 き渡った管理 を

行い引き続 き居住 している。

敷地は道路整備や相続税の工面などで削減

され、現在約700坪 となっているが、邸宅内

の樹林群は市の保存樹林の指定を受け、美 し

い庭園環境が維持されている。

住宅とは別棟 に敷地内には江戸時代に建造

されたという茶室がある。東京 ・麹町の下屋

敷 にあったものを移築 し、数寄屋建築の専門

家 に修復 を依頼 し1年 の工期 をかけて1982

(昭和57)年 に完成 した。

敷地内 には、 さらに本年 ・2002(平 成2)

年 に竣工 したばか りの二人の3代 目のための

二世帯住居 がある。従 って、ここでは19世

紀、20世 紀、21世 紀の3世 紀のそれぞれの建

物 を同時にみることができる。

2)Tk邸(南 湖)

建設は1932(昭 和7)年 頃といわれる。建

て主に事情が生 じ、未完成のまま手放 さざる

を得なかったものを、現在居住者のTk家 未

亡人 ・C氏 の祖父が譲 り受 け、その後の工事

を継承 した。従って完全な竣工は、『購入後 の

1934(昭 和9)年 頃とされる。

祖父の本宅は横浜 にあり、ここは別荘 とし

て使用された。建設時の家屋は、現在地より

数100m離 れた場所 に位置 していたが、1939

(昭和14)年 に引 き屋 によ り現在地に移設

された。

当時C氏 は実家を離れ祖父 と同居 していた

が、Tk氏 と結婚、そ して長女が生 まれた後、

1941(昭 和16)年 、Tk一 家はここに移 り住

むこととなった。やがて戦時色が濃 くなり、

横浜の本宅が空襲 を受け全焼、祖父 も茅ヶ崎

へ と居 を移 した。

Tk夫 妻の4人 の女児達はここで育ち、や

がてそれぞれに独立 して家 を離 れた。2001

(平成13)年 に夫が亡 くなり、現在は88歳 に

なるC氏 が独 りでここに住んでいる。

敷地面積 は当初約350坪 あったが、1965

(昭和40)頃 に一部を売却 し現状は約300坪

である。その敷地内にアパー トを2棟 建て経

営に当たっている。C氏 の長女はこのアパー

トの一室 に住み、 日常的に母娘の親密な行 き

来が行われている。

住居平面は玄関脇 に洋間を備えた中廊下型

住宅である。[図3]は 筆者が現状 を実測の

上、かきおこした平面図である。

洋間の窓は分銅式の上げ下げ窓、内部は漆

喰仕上げでいずれ も当時のままの状態で、今

日も使われている。座敷 と二つの和室の内部、

造作は手入れが行 き届 き、今 もなお清々しさ

を残 している。

座敷は床の間と簡素 な書院のついた8帖 間

である。外周に広幅の廊下が回っているが、

この廊下の床は外側 に向かって、ゆるい勾配

がつけられており、独特の意匠が凝 らされて

いる。

細かな部分的な内部改装、模様替えは何 回

か繰 り返されてはいるが、大 きな変更は昭和

30年 頃の台所 と北側和室(茶 の間)ま わ り、

および昭和40年 頃の南側6帖 の増築である。

従来台所 と北側和室は押入により隔てられて

いたが、押入 を取 り払 って2室 を連続 させ、
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茶の間がつ くられた。 また窓も増設されて北

側全体 の環境 は大 きく向上 した。南側和室は

下屋形式で張 り出され、現在 はベ ッドルーム

として使われている。

台所設備、浴室はたびたび改修 をしてお り、

その詳 しい記録は確認することはで きない。

斜線部分は増築箇所を示 している。

ベ ッ ドをはじめ洋服だんす、洋間のテーブ

ル、椅子、戸棚、玄関の下駄箱 など横浜にあ

った本宅か ら運び込まれたものが今 もそのま

ま使われてお り、この住宅の歴史的価値 を高

めている。

[図3]Tk邸 平 面 図2002.9著 者 実測 ・作 成

者の 「家 を守る」意識が共通 して高いことが

解 る。「家」 とはもちろん、戸主支配の封建

的集団ではなく、 自分が育った空間、環境、

家族 などを含 む総体 的な生活共 同集団であ

る。家を愛する意識の強さが、周辺環境の保

全 にも貢献 し、茅ヶ崎のまちの光景に情感 を

与えている。 しか し、次の時代に引 き継がれ

る時には、現状を維持するのは厳 しいものと

も予想される。相続税制が内包する問題点と

環境問題は互いに相容れぬ事態を生 じさせて

いる。

今回は大規模別荘の変容と中小規模別荘の

継承状況を対照的に考察したが、類型化を進

めるにはまだ多 くの検証が必要である。それ

らをこれか らの課題 としたい。

最後に本報告の住宅調査 に当たっては、実

際にまち歩 きを行い長寿命住宅の発見につ と

めるなど多 くの方の協力を頂いた。ここに記

して謝意を表 したい。

また、アンケー トに協力いただいた方、本

報告に直接関係 して下さった対象住宅居住者

の方々には、そのご厚意に特別 な感謝を捧げ

るものである。

皿 おわりに

本報告にある事例者達は幾多の困難 を乗 り

越えて、初代が開いた遺産 ・屋敷 を継承 し、

そこに居住 し、血縁 を絶やすことなく維持 し

ている。

資産の状態、所有地の状態は規模の大 きい

別荘ほど変化が激 しく、中小規模の例では変

化が顕著ではない。多額 な納税負担 をはじめ

として、屋敷内の樹木剪定、清掃に関わる費

用など大規模別荘ほど悩みは多い。

また、当主の死亡やそれに伴 う相続問題 は、

必然的に建物や所有地の形状 を変化 させ る。

さらに、長 く住み続けられる条件には居住
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